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〈22 ）大五 i 正年
亠

ノ 、月五 ・ 十

（

絶
　
　

就
）

○

栂
本

産
魚

類
の
一

新
種
　
（

田

中
）「

●
日

本

産

魚

類

の

一

新

種

左

に

掲
ぐ
る

魚
類
は

學
術

上

新
種
な

る

べ

し

　

§
、

o
 

袋

o

竃

き
＆°
目曽
8

ロ

》

（

Oo

ゲ

監
鉾

）

　
　

　
セ

ン

バ

ハ

ゼ
、

す

シ

ウ

ラ

グ

ド

ン

カ
（

水

戸

市

外

千
波

湖、
稀、

雄
な

ら
ん
）

　
　

　
ゴ

ロ

（

常
陸
龍
ケ

崎
）

。

　
禮

長
（

尾
鰭
を

除
け

る
）

は

頭

長
の

三

倍
九
分
の
一

、

體
高
の

四

倍
三

分
の

二

な

り、

頭
長

は

眼
徑
の

四

倍
二

分
の
一

、

兩
眼
間
隔

の

九
倍、

吻
長
の

三

倍
五

分
の

三
、

上

顎
骨
の

二

倍
二

分
の
一
、

尾
柄
の

高
の

四

倍
な

b
、

第
一

背
鰭
は

八

棘、

第
二

背
鰭
は

十
軟

條
、

臀
鰭
は

十
軟
條、

胸
鰭
は

二

十
一

軟
條、

尾
鰭
の

分
枝
軟
條

十
四

個
よ

b
成
る
、

鱗
は
一

縱
列
に

於
て

凡

七

十
二

個
、

　
一

横
列

に

於
て

は

凡
二

十

個
な

り
。

　
　

　

　
　

　

、

　
體
は

延

長
し、

稍…
側

扁

せ

り、

頬
部
は

著
く

膨
出
せ

ざ
る

も

鰓

蓋
部
に

於
て

著
く

膨
禺

せ

り
、

頭

部
の

切

面
は

四

角
形

を

呈
せ

す
、

眼
は

僅
に

上
方
に

斜
に

向
ひ

、

兩
眼
間
隔
頗
狹
く、

凹
形

を

呈
す、

舌
の

先
端
は

凹
形
な

り、

胸
鰭
は

稍

長
く

、

後
方

鏡
き

圓
形

を
呈

す、

腹
鰭
は

癒
合
し
て

板
状
を

呈
せ

る

も

體
に

癒
着
す
る

こ

と
な

く、

稍
長
く
胸

鰭
後

端
に

逹
す
る

も

臀
鰭

に

逹
す

る

こ

と
頗

遠
し、

尾

鰭
は

稍
長
く、

後
縁
圓

形

を

呈
す

、

鱗
は

小

形
の

櫛
齒

鱗
に

し

て
、

不

規
則

に

排
列
す、

頭
部
及
第
一

背
鰭
よ

り

前

部
の

項
部
は

臺
く

無

鱗
な
り
、

腹
鰭
の

前
方
の

胸

都
に

も
亦

鱗
な

し
。

ノ

三

二

　
　

　

理

學

士

　

田

　

中

　

茂

　

穗

　
　
ホ

ル

マ

ヲ

ン

に

浸
せ

る

色

彩
は

黒

次
色
（

之

れ

黒

灰

色

の

小

黜

　

の

集
れ
る

よ
b
成
れ

る

も
の

な

う
）

に

し
て

所
々

に

稍
大

な
る

暗

　

福
色
の

點

稍
密
に

不

規
則
に

散
在
す、

體
側
中

線
に

沿

ひ

稍
大

な

　

る

黒

褐
色
點
一

列
に

排
列
す、

但

此

小

點
は

數
個

宛
相

接

せ

る

爲

一
　

等
距

離

を

以
て

排
列
せ

る

に

非
す

、

凡
八

個
の

淡
黄
色
の

横
線

あ

四
　

り、

體
の

下

方
は

淡
色
な

b
、

頭
部

も

亦
體
の

地
色
と
同

じ

く

黒

　

褐
色

に

し
て
、

眼
の

前
下

部
よ

り

前

下

方
に

向
ひ

斜
に

走
れ

る

稍

　

幅
の

廣
き

褐
線
あ
り

、

鰓

膜
は

黒
色
を
呈
す、

二

背
鰭
胸

鰭
及
尾

…
　，

鰭
に

は

褐
色

點

の

數
列
あ
り
、

二

背
鰭
は

晴

色
を

呈
せ

る

爲、

斑

　

紋
稍
不

明
瞭
な

り
。

…
　
　

大
正

五

年

四

月

水
戸
市
外

千
波
沼
に

於
て

水
戸
博

物
學
會
々

員

　

及
余
之

を
探
集
す

、

桑
長
尾

鰭
先
端
に

至

る

迄
測
り
て

七
二

粍、

…
　

成
熟
せ

る

雌
な

り
。

…
　
　

同

日

探
集
せ

る

も
の

よ

内、

體
の

頗
瘠
せ
、

生
殖
器

萎
縮
せ

る

　
　

　
ぐ

　

も
の

あ
b
、

形
態
色

彩
共
に

前
記
の

も
の

と

異
れ

ど
も
同

襍
の

も

〜
　

の

な

ら
ん

と

考
ふ
、

之
れ

生

殖
の

終
れ

る

も
の

な

ら

ん、

其
形

態

…
　

の

重
な

る

特
質
を

左

に

述
ぷ

べ

し、

尾
鰭

先

端
に

至

る

迄

測
b
て

　

六

三

耗
の

も

の
。

　
　

體
長
（

尾

鰭
を

除
け
る

）

は

頭
長
の

三

倍．

軆
高
の

六

倍
八

分
の

　
一

な
り、

頭
長
は

恨
徑
の

五

倍
三

分
の

一
、

兩
眼
問
隔
の

八

倍、

　

吻

長
の

三

倍
九
分
の

五
、

上

顎

骨
の

二

倍
二

分
の
一

、

尾
柄
の

高
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の

三

倍
九
分

の

玉

な

り
、

第
一

背
鰭
覧

八

較、

第
二

背
鰭
は

十
一

軟
條

、

臀
鰭
は

十
一

軟
條

、

胸
鰭
は
二

十
一

軟
條、

尾
鰭
の

分

枝

軟
條
十
三

個
な

り、

鱗
は
一

縱
列
に

於
て

凡
六

十
五

個
、

　一

横

列

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　一

・

に

て

は

凡

＋
七

個
（

或
標
品
に

て

は

二

＋
個
あ
ら

） 、

頭

幅
は

體

幅

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　一

よ

り

も
著
く

廣
｛、

鰓

蓋
部
も

亦

然

り
．

頬
部
は

稍
膨
出
せ

り、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　へ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　〃

腹
鰭
は

稍
長

き

も

胸

鰭
後

端
に

逹
せ

す、

ホ

ル

マ

リ

ン

に

浸
せ

る

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　 

色

彩
は

灰
色
（

之
れ

友
色

の

小

點
の

群
集
よ

り

成

る
 

に

し
て
、

暗

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
W

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　一

禍
色
の

點
稍
密
に

不

規
則
に

散
在

す、

鱧
側

中

線
に

澹

ひ

稍
大

な

る

褐
色
點
一

列
に

排
列

す、

但
此
點

は

數
個
宛
相
接
せ

る

爲
等
距

…
き

ξ
を

書
〜⊂卩

毳
く

＜

‘

．

抄

　
　

録

　

　

　
　

　

ー
〜

〉

ーΨ

、

2
， 
！

耄

　
　

　

●
龜
及
蜥
蝪
類
の

網
膜
に

及
ぱ

す

　
　

　

　

光
線
の

影
響

　
　

　
∪

胃
閤
h

冨
卸

弊

國
二

ー、
弓
ゲ
o

国

穿
暮
O
め

冒
σ亀

窪
o
挿

誓
¢

垢
Φ

舘
ロ
P

窪

穿
¢

　
　
弓
。》．
9
帥
h

Φ

雪

旨・
日
堕

乙
 

べ、．
匂

2
弖゚

国

亳

k3H
二 ．、
畷

〆
に’

峯一
3

　
實
恥、

の

方
法
と

し
て

は
二

頭
の

材
料
を
二

十
四

時
間

暗
室

中

に

閉
ぢ

込

め、

其
中
】

頭
は

此

時
聞

を

經

過

し
て

か

ら
取
り

出
し
、

六

時
間
日

光

を

直
射
せ

し
め
、

他
の
一

は

同

時

問
或
は

渮
ほ

六

時

間

曙
室
中
に

留
め

て

置
い

て

後
殺

し
セ

の

で

あ

る。

目

を

取

り

出

し
て

固

定
す
る

に

際
し
て
、

前
者
は

日

光

直
甜
の

下

に、

後

者
は

赤
色
光
の

F、
に

速

か

に

手
術

を

行
つ

だ
の

で

あ
る

。

離
を
以
て

排
列
せ

る

に

非

す、

既

列
よ

う

下

方
は

臼
邑

に

近
く

且

斑

點

な

し
、

眼
の

前

下

部
よ

り

前

下

方
に

向
ひ

斜

に

走
れ

る

稍
幅

の

廣
き

褐
線
あ

り、

鰓

蓋

部
は

上

部
は

茨

色

に

し
て

、

後
上
方

に

向
へ

る

暗

線
あ
h
、

下

部
の

大

部
は

臼
色
な

り、

二

背
鰭

胸
鰭
及

尾
鰭
は

褐
色
點
の

數
列

あ

b、

二

背
鰭
の

邊

縁
は

白
色

を
呈
せ

ざ

る

も

胸
鰭
の

後

縁
は

臼
色
に

し
て
、

尾
鰭
の

後
縫
も

亦
極

て

幅
の

狭
き

白
色
帶

を
な

す
、

腹
鰭
は

晴
色
に

し
て
、

後

縁
幅
の

頗
鋏
き

自

色
帶
を
な

ず
、

臀
鰭
は

基
部
帶
暗
色
に

し
て

、

大

部
は

稍
暗

色

の

度
を

増
せ

b、

其
遊

離

縁
は

幅
の

狹
き

臼
帶

を
菰

す
。

…
、「
｝

、’鳴
p

》
o

♪

，

ノ

〉

，

く
卩
≧
｝
、

、

 

伽七｝‘
、」
，
♪

，

〜
》

ヒ
≧

≧
 
」

瀕

｝、凵
｝

｝

｝
り

2

　

　

從
來

米
國
産
の

龜
及

蜥
蜴
類
の

網
膜
の

構
造
に

關
す
る

研
究
は

〜
　

至
つ

て

貧
弱
な

の

で、

著
者

は

先
づ

醗

細
胞
の

解
剖
上

の

形

態
を

　

觀
察
し

セ

の

で

あ

る。

而

し
て

比

結

果
と
及

實
驗
の

結

論
を

總
括

　

す
る

と

左
の

如
く
で

あ

る
。

　

　
（

一
）

　
鷂
類
（

Q
富執
§
§
艦、

毯
軸

兮
婁
勲

9
ミ
無

ミ
毳

及

O
奪
哽・

　
蔑
毳

窒

§
6

ミ
）

及

蜥
蝪
（
φ

霙
N
。

 

ミ
§
幃

ミ

蕊
ミ
ミ
塞）

の

網…

膜
に

は

棒

…
　

袱
體
を

缺
く

。

一
　

　
へ

二
）

龜
及
蜥
蝪
の

桿
駿
體
は

爾
者
の

間

に

異

點
は

あ

ゐ
が

夫

　
舟

單
一

な

る

も
の

と

電
複
せ

る

も
の

と
の

二

種
あ

り
。

 
　

　
（

三
）

　
光
線
は

兩
者
の

網
模
に

色
素

の

移
行

と

桿
默

體
の

牧

縮

一
　

を

起
さ

し

む
る

。

龜
に

於

る

色
素
移
行

の

範
圍
は

李

均
三

μ

に

し

　

て
、

蜥

蝪
に

於
て

は

三
・
一

μ

を

算
す

，

又

桿
状
體
が

收
縮

す
る

範

　

圍
は

龜
に

て

罕

均
二
・
三

μ

で

あ
る
。

又

色
素

膜
の

各
綱
胞
は

約
二

（

論

　
　
説
）

　
O
日

本
産

魚

類
り

三

新

種
　
（

田

中
）

　
　
（

抄

　

　
錐
）

　
O
龜
及

蜥
蝪

類
の

網
膜
に

及

ぼ

す

光
線

の

影
響

三一
二
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